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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。
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日
本
の
民
泊
元
年

（
公
財
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
事
務
総
長

（
株
）
日
本
宝
く
じ
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
社
長

 

嶋
津　
昭

　

昨
年
は
英
国
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
で
ラ
グ 

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
私
は
家

内
と
も
ど
も
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
テ
ル
に
40
日
ほ
ど

滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
行
し
た
娘
は
ホ

テ
ル
が
直
前
ま
で
確
保
で
き
ず
困
っ
て
い
た
。

結
局
は
ネ
ッ
ト
で
エ
ア
ー
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー

（
Ａ
ｉｒ
ｂ
ｎ
ｂ
）
と
い
う
サ
イ
ト
を
通
じ
て

私
ど
も
の
ホ
テ
ル
の
す
ぐ
近
く
の
個
人
の
居
室

を
10
日
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ス
ト
夫

妻
は
親
切
で
快
適
に
過
ご
し
、
途
中
で
夫
妻

は
娘
に
鍵
を
預
け
て
旅
行
に
出
か
け
た
と
い
う
。

コ
ス
ト
は
ホ
テ
ル
の
半
分
だ
そ
う
だ
。　

　
こ
の
サ
イ
ト
は
２
０
０
８
年
２
人
の
若
者
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
立
ち
上
げ
、
ロ
ン
ド
ン

に
は
２
０
１
２
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
に
定
着
し
た
と
い
う
。

　

我
が
国
で
は
、
昨
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

政
府
の
目
標
で
あ
る
２
０
２
０
年
を
待
た
ず

２
０
０
０
万
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
地
域
を
中
心
に

ホ
テ
ル
、
旅
館
の
確
保
が
で
き
ず
、
大
き
な

問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
私
の
関
係
す
る

２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

と
っ
て
も
海
外
か
ら
の
来
訪
者
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
が
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
特
に
、

ラ
グ
ビ
ー
の
お
客
様
は
、
大
会
の
開
催
期
間

が
7
週
間
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
滞
在
期
間
が

3
～
4
週
間
に
及
ぶ
と
い
う
統
計
も
あ
る
。

ま
た
、
訪
客
の
総
数
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で

は
46
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
19
年
の
我
が
国
の

場
合
も
そ
れ
に
近
い
数
字
を
目
標
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。そ
し
て
極
め
付
き
は
、

わ
が
国
で
は
、
札
幌
か
ら
九
州
の
3
会
場
ま

で
の
12
会
場
で
の
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
訪

客
は
日
本
全
国
を
縦
横
に
駆
け
巡
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
国

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
を
補
完
す
る
民
泊
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
民
泊
は
ホ
テ
ル
・
旅
館
が
稠

密
な
大
都
市
圏
の
み
な
ら
ず
地
方
都
市
さ
ら

に
そ
の
周
辺
の
地
域
に
ま
で
広
が
っ
て
、
地
域

の
観
光
資
源
と
一
体
と
な
っ
て
お
も
て
な
し
の

一
環
と
し
て
の
位
置
付
け
が
期
待
さ
れ
る
。　

　

最
近
政
府
も
ネ
ッ
ト
経
由
の
民
泊
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
の
検
討
を
始
め
た
。
こ
れ
を
待
ち
き

れ
な
い
よ
う
に
、
大
阪
府
、
大
田
区
は
特
区

制
度
を
活
用
し
て
民
泊
を
導
入
す
る
条
例
を

制
定
し
た
。
民
泊
を
全
国
的
に
導
入
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
需
要
が
集
ま
る
の
は
、
大
都

市
圏
よ
り
も
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
少
な
い
地
方

都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。そ
の
場
合
、部
屋
貸
し
の
み
な
ら
ず
、

空
き
家
の
一
棟
貸
し
も
有
力
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

地
域
に
お
け
る
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際

し
て
、
ネ
ッ
ト
経
由
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体

や
地
域
団
体
が
ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
間
に
介

在
し
て
結
び
付
け
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
自
治
体
経
由
の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
が
２
０
１
９

年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
全
国
的

に
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
れ
を
日

本
の
民
泊
元
年
と
位
置
付
け
た
い
。
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ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定

土屋副大臣、栢森審査委員、柚木理事長を交え、受賞者全員で記念撮影

特集

　ふるさと財団では、地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全国に
広く周知することにより、地域の振興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづくりの推進に資
するものとして、平成14年度から「ふるさと企業大賞（総務大臣賞）」の表彰を行っています。
　平成27年度も地方公共団体から推薦された 9 事業者を受賞者として選定し、平成27年10月
27日（火）に表彰式及び受賞記念パーティを開催しました。
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さくらインターネット株式会社社会福祉法人渓仁会
環境負荷低減型石狩データセンター建設介護老人保健施設新設

北海道石狩市北海道岩内町

　札幌に本部を置き、北
海道内外の 7 市町村に
58施設85事業所で高齢
者介護・福祉を中心に事
業を展開する社会福祉法
人。
　地域行政と密接な連
携・協働により、地域の
幅広いニーズに応えたき
め細かい各種福祉施設を
展開している。
　職員の事業所内託児施
設の整備や地域住民の幼児受入れ等、地域を挙げ
て子育て環境の充実を推進。加えて街中の空き店
舗（旧コンビニ）を活用して地域高齢者の誰もが
利用できる「介護予防サロン」を開設し、商店街
空洞化の解消にも貢献している。

株式会社白雪食品
長崎県諫早市

中興化成工業株式会社
長崎県松浦市

多摩川精機株式会社
青森県三沢市

AGF関東株式会社
群馬県太田市

遠州鉄道株式会社
静岡県浜松市

南国殖産株式会社
鹿児島県

さくらインターネット株式会社
北海道石狩市

株式会社ジェイ・エム・エス
島根県出雲市

社会福祉法人渓仁会
北海道岩内町

　大阪市に本社を置き、
東京、大阪にデータセン
ター（以下、DC）を持
つ事業者で、石狩湾新港
地域における DC 進出の
第一号。
　日本では、東京近郊に
DC の立地が集中する傾
向の中、積極的な誘致を
志向する石狩市の産業施
策に応え、北海道初の環
境に配慮した DC を開設
した。
　石狩 DC は、外気冷房の活用により都心の DC
に比べ冷房電力を約90%削減、またサーバー排熱
をオフィス暖房に活用するなど、運用コストの約
40%削減を実現している。

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、

　①地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること

　②地域のイメージアップに特に貢献していると認められること

　③その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること

のいずれかに該当するものとしています。

受賞者は、都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦のあった中から

㈱野村総合研究所の増田寛也氏を始めとする有識者からなる

審査委員会の審議を経て選考されました。

代表取締役社長 
田中 邦裕 氏

理事長 
谷内 好 氏
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株式会社ジェイ・エム・エス 遠州鉄道株式会社

AGF 関東株式会社 多摩川精機株式会社

医薬品等製造工場増設 百貨店・事務所ビル建設

コーヒー製造工場建設 電気機器製造工場開設

島根県出雲市 静岡県浜松市

群馬県太田市 青森県三沢市

　医療機器・医薬品の製
造・販売会社で、特に、
ディスポーザブル（使い
捨て）医療機器について
は、我が国の草分け的存
在で国内トップクラスの
シェア。
　医療の最前線で不可欠
の輸液・輸血セットや人
工心肺製品、その他ディ
スポーザブル医療機器等
及び医薬品の腹膜透析製
品を一貫生産している。
　また、平成25年エネルギー管理優良事業者とし
て「中国経済産業局長表彰」も受賞するなど、省
エネや環境保全に配慮した事業を展開している。

　浜松市をはじめ静岡県
西部地域において、鉄
道、路線バス事業を核に
百貨店・スーパー、旅行
業、レジャー施設、都市
開発・不動産等、多岐に
亘る事業を展開する事業
者。
　行政や市民の声に応
えて、浜松駅前に商業施
設・公共施設・オフィ
ス・市民空間を一体的に整備、賑わいの創出に寄
与している。
　また、地元企業や団体が設立した「浜松まちな
かにぎわい協議会」の中核メンバーとして、中心
街区の活性化に注力している。

　太田市に本社を置き、
味の素ゼネラルフーヅ㈱
の東日本における生産拠
点として各種コーヒー飲
料の製造を行う事業者。
　大消費地である首都圏
向け製品の供給を担う
とともに、①スティック
タイプや詰替えタイプの
コーヒーを業界に先駆け
て導入、②リサイクルの
徹底による再資源化率
100% 達成など、先進的な取り組みに注力してい
る。
　また、地域の行政・関連団体と協働した保安林
整備（ブレンディの森）の推進など自然環境の保
護にも尽力している。

　長野県に本社を置き、
高精度の角度センサーを
中心に精密機器の開発・
製造をする事業者。
　角度センサーは機械の
動きを制御する為に不
可欠であり、①航空・宇
宙・防衛、②ロボット、
③新幹線・自動車など、
様々な分野で当社の技術
が活かされている。
　世界トップ水準の精密
機器メーカーが立地することで、三沢市のみならず、
東北地方において集積が進んでいる自動車関連産
業を支え、シナジー効果を発揮している。

代表取締役社長 
関 重夫 氏

代表取締役社長 
塚本 祐司 氏

代表取締役社長 
斉藤 薫 氏

代表取締役社長 
奥窪 宏章 氏
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南国殖産株式会社

中興化成工業株式会社 株式会社白雪食品

オフィス・バスターミナル等複合施設整備

樹脂コーティング加工工場建設 麺類製造工場建設

鹿児島県

長崎県松浦市 長崎県諫早市

　セメント・石油類販売
を祖業に、エネルギー事
業を核として、情報通信
事業、都市開発事業等、
幅広い分野に進出する鹿
児島県、九州でも屈指の
総合商社グループ。
　バスターミナル・ホテ
ル・オフィス・店舗から
なる複合施設「鹿児島中
央ターミナルビル」は、
新幹線・空港との結節点
に位置し、鹿児島の表玄
関の顔としてランドマー
ク性を備えている。
　また、地元鹿児島の食材を生かした料理等を提
供する「かごっまふるさと屋台村」を運営、鹿児
島の新名所となるとともに、次世代若手起業家の
育成にも尽力している。

　フッ素樹脂の特性から、
幅広い事業分野で活用さ
れる製品の製造や、東京
ドーム・北京オリンピッ
クのメインスタジアム・
サッカーワールドカップ
（南アフリカ大会）スタ
ジアムの膜材等を手掛け
る事業者。
　世界で 5社のみが可能
である「サイドカーテン
エアバッグ」のコーティ
ング処理を実施するなど、オンリーワンの高度な
技術で事業を展開している。
　松浦市では、世界的にも有数の技術に支えられ
た事業を展開する当社を核とした産業の集積が進
展している。

　長崎名物「ちゃんぽん」
「皿うどん」等の中華麺
の製造・販売を行う老舗
事業者。
　ちゃんぽん向け高品質
の長崎県産小麦「長崎
W2号」を、県の農業試
験場、地元農協、生麺協
同組合と共に開発、地域
一体となったちゃんぽん
の商品価値向上に尽力し
ている。　
　また、ケチャップのカゴメと協働し、新名物「ちゃ
ポリタン」が誕生。長崎特産品新作展で最優秀賞
を受賞するなど、普及啓発に向けた取り組みを続
けている。

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定特集

代表取締役社長 
石本 仁太郎 氏

代表取締役社長 
庄野 直之 氏

代表取締役社長 
永山 在紀 氏
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講師プロフィール

増田 寛也氏（ますだ　ひろや）

東京大学公共政策大学院　客員教授　

　昭和 26 年東京都生まれ。昭和 52 年東
京大学法学部卒業、建設省入省。平成 7
年岩手県知事、平成 19 年総務大臣。平成
21 年野村総合研究所顧問、東京大学公共
政策大学院客員教授。その他、平成 25 年
郵政民営化委員会委員長、平成 26 年まち・
ひと・しごと創生会議委員をはじめ国の多
くの重要な審議会の役職に就任している。

　少子高齢化が進み、日本の人口減少に歯止めがかか
らない一方で、東京一極集中が進む状況の中、東京と
地方が現在および将来直面する課題を挙げ、東京の成
長力を削ぐことなく地方への人の流れをつくるための
ポイントは何かについてお話いただきました。

地方創生が日本を救う
東京大学公共政策大学院　客員教授　増田 寛也氏

講演
2

平成 27 年度  地域産業交流セミナー開催
　ふるさと企業大賞（総務大臣賞）表彰式と並行して、これか

らの地域産業や企業経営のあり方を考える「地域産業交流セミ

ナー」を開催しました。

　野口智子氏、増田寛也氏のお二人を講師に迎え、ユニークな

アイデアと深い考察に基づく講演で、会場は大盛況。

　企業経営者や地方自治体職員など、多くのセミナー出席者の

高い関心と共感を呼ぶ有意義なセミナーとなりました。

講師プロフィール

野口 智子氏（のぐち ともこ）

ゆとり研究所所長、NPO スローライフ・ジャパン事務局長　

　千葉市生まれ。東京でコピーライター、
プランナーを経験。昭和 52 年静岡県に移
り企画・編集プロダクション設立。平成 4
年ゆとり研究所を開きコンサルト業務も開
始。ライフスタイルの提案、「一店逸品運
動」による商店街の活性化、時間消費型観
光おこし、人材育成などの分野で活動。平
成 15 年スローライフ・ジャパンを設立。
平成 18 年から活動拠点を東京へ。現在は
スローツーリズムの提案、商品開発、地域観光の育成、都市と田舎の交流、
移住・定住プロジェクト、“食”をテーマにしたまちおこしなどに力を
入れている。住民参加の独自の楽しいワークショップに定評がある。

　スローライフ運動を展開し、現場主義で数々のまち
おこしを進めてきた野口氏が、果物産地である和歌山
県紀の川市で行った住民参加のまちおこし運動を紹介
しつつ、その成功の秘訣はなにか、行政はどのように
協力したかについてお話いただきました。

住民パワーで地域を元気に
ゆとり研究所所長、NPO スローライフ・ジャパン事務局長　野口 智子氏

講演
1
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社長に
聞く

鹿児島県■鹿児島市

株式会社丸屋本社 
代表取締役会長兼社長 柳田 洋氏

⃝

「ふるさと企業大賞」に輝いた

〝�

大
人
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
〟で�

賑
わ
う
「
天
文
館
」
に

　天文館エリアといえば鹿児島を代表する繁華街です。そこで四半世紀、中核
的な商業施設だった三越が撤退することになります。今から6年前のことです。
家主で以前そこで自前のデパートを展開していた老舗企業の丸屋本社は新たな
複合商業施設にリニューアルしました。それから5年。他の都市と同様に、中
心市街地にあるこのエリアは空洞化に直面していますが、消費者の購買に繋が
る魅力あふれる商業施設を確立して賑わいを守るため、「変身」を続けています。
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社長に
聞く

南
九
州
最
大
の
繁
華
街
で
創
業

　

天
文
館
エ
リ
ア
の
名
前
は
、
１
７
７
９
年
（
安

永
８
年
）
に
島
津
藩
主
の
島
津
重
豪
が
天
文
・
暦

学
研
究
の
た
め
建
て
た
明
時
館
の
別
名「
天
文
館
」

に
由
来
し
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和
の
始
め
に
掛
け

て
路
面
電
車
が
開
通
し
て
劇
場
や
映
画
館
が
で
き
、

県
内
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
人
が
集
ま
れ
ば
飲
食
店
な
ど
が
開
店
し
、

戦
前
に
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
繁
華
街
を
形
成
、
付

近
に
は
金
融
機
関
、
民
間
企
業
も
あ
る
市
街
地
の

中
心
で
、
市
民
は
親
し
み
を
込
め
て
「
天
文
館
」

と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
天
文
館
エ
リ
ア
は
、
天
文
館
跡
地
の
碑
が

建
つ
天
文
館
本
通
り
、天
文
館
Ｇ
３
ア
ー
ケ
ー
ド
、

天
文
館
電
車
通
り
（
い
づ
ろ
通
り
）
を
中
心
に
網

の
目
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
桜
島
の
降
灰
対
策

に
も
な
る
ア
ー
ケ
ー
ド
が
２
㌔
も
延
び
て
い
る
の

が
特
徴
で
、
各
種
の
シ
ョ
ッ
プ
や
飲
食
店
な
ど
が

並
び
、
昼
も
夜
も
多
く
の
人
で
賑
わ
う
南
九
州
最

大
の
繁
華
街
で
す
。

　

丸
屋
の
歩
み
も
天
文
館
エ
リ
ア
の
歴
史
と
軌
を

一
に
し
ま
す
。
１
８
９
２
年
（
明
治
25
年
）、
天

文
館
の
近
く
に
あ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
身
の
勧か
ん

工こ
う

場ば

の
一
角
に
「
丸
屋
呉
服
店
」
を
開
き
ま
す
。

当
時
習
慣
が
な
か
っ
た
正
札
販
売
や
通
信
販
売
を

始
め
た
り
、
英
国
艦
隊
の
歓
迎
用
英
国
国
旗
の
一

手
販
売
指
定
を
受
け
た
り
し
た
、
新
進
気
鋭
の
商

法
で
商
売
は
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

呉
服
店
か
ら
百
貨
店
に
転
進

　

そ
し
て
市
電
の
延
伸
に
合
わ
せ
、
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）
に
い
づ
ろ
通
り
角
に
移
転
し
、
さ

ら
に
１
９
２
５
年
（
大
正
14
年
）
に
は
同
じ
い
づ

ろ
通
り
の
現
在
の
場
所
に
丸
屋
呉
服
店
の
新
た
な

店
舗
を
建
て
ま
し
た
。
百
貨
店
を
開
業
す
る
の
は

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）。
社
運
を
賭
け
た
一

大
転
機
で
し
た
。
地
下
1
階
地
上
3
階
と
小
ぶ
り

な
デ
パ
ー
ト
で
し
た
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
や
商
法
で
人
気
を
集
め
、
増
床
し
て
い

き
ま
し
た
。「
小
学
校
1
年
の
時
に
3
階
建
て
の

丸
屋
デ
パ
ー
ト
が
で
き
、
中
学
1
年
の
時
に
6
階

建
て
に
な
り
、
大
学
4
年
の
時
に
現
在
の
8
階
建

て
に
な
り
ま
し
た
」。
曾
祖
父
が
創
業
し
た
丸
屋

を
率
い
る
柳
田
洋
社
長
は
丸
屋
デ
パ
ー
ト
の
歩
み

を
自
ら
の
成
長
に
重
ね
て
振
り
返
り
ま
す
。

　

売
り
場
面
積
の
拡
大
と
と
も
に
売
り
上
げ
は
増

え
ま
し
た
が
、
そ
の
割
り
に
利
益
は
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
鹿
児
島
市
内
で
3
番
目
の
デ
パ
ー
ト
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
拡
大
に

伴
っ
て
設
備
投
資
の
借
り
入
れ
も
増
え
、
金
融
機

関
か
ら
は
再
建
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
打
開
策
を

模
索
す
る
中
で
大
手
デ
パ
ー
ト
と
の
提
携
の
道
を

選
び
、
三
越
と
業
務
提
携
し
ま
す
。
１
９
７
３
年

（
昭
和
48
年
）
で
し
た
。
包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
も

三
越
に
変
え
、
三
越
の
提
携
デ
パ
ー
ト
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
三
越
と
の
繋
が
り
は

さ
ら
に
深
ま
り
、
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
に

は
資
本
提
携
、「
丸
屋
デ
パ
ー
ト
」
は
「
鹿
児
島

三
越
（
２
０
０
３
年
か
ら
三
越
鹿
児
島
店
）」
に

看
板
を
掛
け
替
え
ま
す
。
従
業
員
は
そ
の
ま
ま
鹿

児
島
三
越
に
移
行
し
、
丸
屋
は
ビ
ル
を
三
越
側
に

賃
貸
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
25
年
余
。
丸
屋
デ
パ
ー
ト
時
代
の
売
り
上

げ
１
０
０
億
円
弱
は
三
越
に
な
っ
て
最
盛
時
に
は

１
９
０
億
円
ほ
ど
を
記
録
。
鹿
児
島
市
で
の
三
越

は
市
民
の
間
に
馴
染
み
、
定
着
し
て
き
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
次
の
嵐
が

来
ま
す
。三
越
の
撤
退
で
し
た
。郊
外
に
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
大
型
店
が
出
店
し
た
こ
と
や
消
費
者
の
購

買
行
動
の
変
化
な
ど
都
市
型
デ
パ
ー
ト
の
衰
退
に

繋
が
っ
て
い
る
構
造
的
な
要
因
が
背
景
に
あ
る
と

み
ら
れ
ま
す
が
、
三
越
も
業
績
の
不
振
を
放
置
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭和初期の丸屋呉服店。いづろ通りに面した店頭には「○に『や』」
の屋号が入った売り出しの「のぼり」が並ぶ。
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三
越
の
撤
退
で
複
合
商
業
施
設
に

　

三
越
鹿
児
島
店
は
市
電
が
通
る
天
文
館
エ
リ
ア

の
目
抜
き
通
り
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
が
空

き
ビ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
天
文
館
の
空
洞
化

に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
鹿
児
島
市
の
総
合
計
画

で
掲
げ
た
基
本
目
標
の
「
人
が
行
き
交
う
魅
力
と

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に
も
触
れ
る
重
要
課

題
。
鹿
児
島
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画 

（
平
成
19
年
12
月
～
平
成
25
年
3
月
）
で
も
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
天
文
館
エ
リ
ア
の
商
店
街
の
空
洞
化
問
題
は

重
要
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
以
上
に
丸
屋
本
社
に
と
っ
て
は
死
活
問
題

で
し
た
。
柳
田
社
長
の
妹
の
玉
川
惠･

前
社
長
は

直
ぐ
に
動
き
ま
し
た
。
１
０
０
人
以
上
の
従
業
員

が
い
ま
す
か
ら
長
い
空
白
期
間
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
衣
・
食
・
住
の
商
品
群
の
販
売
額
が
10
％
以
上

70
％
未
満
で
従
業
者
が
常
時
50
人
以
上
お
り
、
売

り
場
面
積
の
50
％
以
上
で
対
面
販
売
を
行
う
業
態
」

（
経
済
産
業
省
の
商
業
統
計
調
査
で
の
定
義
）
の

百
貨
店
を
再
び
自
前
で
作
る
こ
と
は
難
し
く
、
テ

ナ
ン
ト
中
心
の
複
合
商
業
施
設
と
し
て
再
開
す
る

道
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
テ
ナ
ン
ト
を
集
め
た
だ
け
で
は
駅
ビ
ル
な

ど
と
の
差
別
化
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
「
丸
屋
」
ら
し
く
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
が
駅
ビ
ル
や
店
舗

の
集
積
で
人
気
ス
ポ
ッ
ト
化
し
、
天
文
館
エ
リ
ア

は
僅
か
な
が
ら
人
波
が
減
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
準
備
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
、
三
越
時
代
の

従
業
員
7
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
専
門
家
と
地
域
と
と
も
に
生
き
る
新

し
い
形
の
商
業
施
設
の
姿
を
求
め
て
議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
モ
ノ
を
買
う
と
同
時
に

人
が
集
ま
れ
る
空
間
を
創
り
出
し
た
い
と
い
う
考

え
方
が
固
ま
り
ま
し
た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

つ
な
が
る
店
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
ユ
ナ
イ
ト

メ
ン
ト
」。商
業
を
つ
な
ぎ
、地
域
住
民
を
つ
な
ぎ
、

新
た
な
文
化
を
生
み
出
す
「
交
流
拠
点
」
を
目
指

し
た
、
新
し
い
複
合
商
業
施
設
「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ

ン
ズ
」
で
す
。

　

老
朽
化
し
て
い
た
地
下
１
階
地
上
８
階
の
建
物

本
体
の
本
格
的
な
改
修
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
部
に
耐
震
補
強
を
施
し
、
地
下
を
除
い
て

共
用
部
の
床
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
統
一
し
ま
し
た
。

隣
接
地
に
自
走
式
立
体
駐
車
場
を
建
設
し
て
店
舗

の
3
階
と
直
結
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
ま

し
た
。
階
段
も
一
部
撤
去
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

と
一
部
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
取
り
替
え
ま
し
た
。

外
壁
を
緑
化
し
、
緑
の
館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
総
費
用
は
約
42
億
円
に
上
り
、
ふ
る
さ
と
融

資
6
億
円
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
」
開
業

　

こ
う
し
て
三
越
の
撤
退
か
ら
１
年
に
満
た
な
い

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
４
月
28
日
、
マ
ル
ヤ

ガ
ー
デ
ン
ズ
は
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
着
け
ま
す
。
開

店
前
か
ら
入
店
を
待
つ
２
０
０
０
人
が
長
い
列
を

作
り
、
終
日
人
の
波
が
途
切
れ
ず
に
初
日
入
場
者

数
は
約
3
万
2
０
０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。
同
じ

天
文
館
エ
リ
ア
で
競
合
す
る
老
舗
百
貨
店
の
山
形

屋
は
、
開
店
前
の
21
日
か
ら
「
フ
レ
ー 

フ
レ
ー 

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
」と
書
い
た
垂
れ
幕
を
下
げ
、

社
長
は
「
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
挑
戦
に
心
よ
り

エ
ー
ル
を
送
る
。
天
文
館
エ
リ
ア
の
活
性
化
の
た

め
に
は
共
に
手
を
携
え
て
い
け
れ
ば
」
と
祝
福
し

「�集客が増えても購買に結びつかなければ�
商業施設は成り立たない」

「感性にこだわった "大人のショッピングモール "」で、購買客の賑わいを目指す柳田社長
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社長に
聞く

ま
し
た
。
周
辺
商
店
街
で
も
告
知
の
幕
が
掲
げ
ら

れ
、
共
通
の
課
題
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

約
半
数
が
鹿
児
島
初
進
出
と
な
る
計
76
の
テ
ナ

ン
ト
が
入
っ
た
店
内
に
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

す
る
仕
掛
け
が
満
載
で
し
た
。「
ガ
ー
デ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
ち
こ
ち

に
配
置
さ
れ
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
ベ
ン
チ
も
置
か

れ
ま
し
た
。
単
館
系
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
「
ガ
ー
デ

ン
ズ
シ
ネ
マ
」
も
オ
ー
プ
ン
。
屋
上
に
は
庭
園
を

開
き
、
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
屋
上

ス
ペ
ー
ス
で
は
養
蜂
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
「
Ｗ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

天
文
館
協
議
会
」

と
連
携
し
、
地
区
の
自
然
環
境
の
学
び
と
魅
力
発

信
を
進
め
ま
し
た
。

　
「
ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
で
は
絵
画
の
展
覧
会
や
セ

ミ
ナ
ー
、
料
理
教
室
な
ど
が
年
間
５
０
０
回
以
上

開
か
れ
ま
し
た
。
し
か
も
利
用
料
金
は
公
共
施
設

並
み
で
、
買
い
物
客
以
外
の
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
1
年
後
に
は
テ
ナ
ン
ト
数
も
93
店
舗
に
増

え
、
年
間
売
り
上
げ
は
当
初
計
画
に
は
届
か
な

か
っ
た
も
の
の
70
億
円
に
迫
り
ま
し
た
。
先
進
的

な
百
貨
店
跡
の
活
用
事
例
と
し
て
全
国
か
ら
注
目

を
浴
び
、
視
察
が
相
次
い
だ
の
で
す
。

　
屋
上
庭
園
「
ソ
ラ
ニ
ワ
」
が
２
０
１
０
年
度

に
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
贈
る
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
ビ
ル
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

化
に
寄
与
す
る
目
的
で
公
益
社
団
法
人
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
ビ
ル
推
進
協
会
が
設
け
た
第
22
回 

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
賞
（
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
）
に

も
輝
き
ま
し
た
。

集
客
も
利
益
に
つ
な
が
ら
ず

　

し
か
し
、
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
利
益
を
追
求

す
る
民
間
企
業
。
人
の
数
で
は
な
く
利
益
が
必
要

な
の
で
す
。「
確
か
に
お
客
さ
ま
に
は
来
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
り
上
げ
に
は

あ
ま
り
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
想
、
理
念

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
従
業
員
の
給
与
や
賞
与
を
き
ち
ん
と
出
す
利
益

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
柳
田
社
長
が

話
す
よ
う
に
、
テ
ナ
ン
ト
の
購
買
客
層
と
訪
問
者

層
は
微
妙
に
ず
れ
た
よ
う
で
す
。
複
合
商
業
施
設

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
基
本
は
「
買
い
た
い
商
品

が
並
び
、
そ
れ
が
売
れ
て
い
く
」
こ
と
。
そ
う
し

た
ブ
ラ
ン
ド
の
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ
て
も
ら
う
に
は

人
が
集
ま
る
仕
掛
け
な
ど
を
ビ
ル
側
が
準
備
す
る

こ
と
で
す
。
客
の
来
な
い
と
こ
ろ
に
は
出
店
し
な

い
か
ら
で
す
。
か
と
い
っ
て
買
っ
て
く
れ
な
い
客

ば
か
り
で
も
困
り
ま
す
。
そ
れ
に
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ

ン
ズ
に
は
テ
ナ
ン
ト
ば
か
り
で
な
く
直
営
店
も
あ

り
ま
す
。

　

開
業
に
こ
ぎ
着
け
る
と
い
う
壁
を
乗
り
越
え
て

数
年
が
経
ち
、
第
2
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
段
階
を
迎

え
ま
す
。「
海
外
で
勉
強
し
て
こ
い
」
と
父
に
言

わ
れ
、
香
港
で
ア
パ
レ
ル･

雑
貨
の
シ
ョ
ッ
プ
を

開
い
て
い
た
柳
田
社
長
が
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
指
揮

を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
け
っ
し
て
人
が
集
ま

れ
ば
直
ぐ
に
も
の
が
売
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
購
買
と
い
う
目
的
に
特
化
し
な
が
ら

人
を
集
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。「
本
業
回
帰
」
に
舵
を
切
っ
た
の
が
第

2
ス
テ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
商
業
活
動
が

き
ち
ん
と
成
立
し
な
け
れ
ば
繁
華
街
の
活
性
化
に

は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
柳
田
社
長
の

言
葉
は
聞
こ
え
ま
し
た
。

第
2
ス
テ
ー
ジ
は

〝
大
人
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
〟

　

柳
田
社
長
の
描
く
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
姿

は
、
30
歳
か
ら
50
歳
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

外壁が緑化されたマルヤガーデンズ。路面電車が通る天文館エリアの目抜
き通りに位置する



13 ●  FEB. 2016 vol.123

て
、「
感
性
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
を
兼
ね
備
え
た
〝
大
人
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
〟」
で
す
。「
郊
外
の
イ
オ
ン
の
客
を
呼
び
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
鹿
児
島
中
央
）
駅
前
の

商
業
施
設
ほ
ど
の
人
は
天
文
館
エ
リ
ア
に
は
も
う

歩
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
天
文
館
エ
リ
ア
も

コ
ン
パ
ク
ト
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
感
性
・
セ
ン
ス
に
こ

だ
わ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
現
実
を
見
据
え
た

上
で
、
ま
ず
客
層
の
絞
り
込
み
を
図
っ
た
こ
と
が

大
き
な
変
更
点
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
少
し
縮
小
。
来
年
4
月
に
は

旬
な
生
活
雑
貨
を
展
開
す
る
「
ロ
フ
ト
」
が
3
階

の
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に
入
る
の
を
目
玉
に
、
き
ら
り

と
光
る
テ
ナ
ン
ト
も
加
わ
り
ま
す
。

　
「
40
年
前
の
父
の
代
に
は
１
０
０
億
円
の
売
り

上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
半
分
強
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
中
身
で
勝
負
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
感
性
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
ブ
ラ
ン
ド
・

商
品
を
揃
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
テ
ナ
ン
ト
の

売
り
上
げ
を
上
げ
、
直
営
店
の
収
支
を
改
善
す
る

こ
と
で
す
」。
自
分
の
企
業
を
守
る
こ
と
は
経
営

者
と
し
て
当
然
の
判
断
で
す
。
丸
屋
が
１
２
０
年

の
歴
史
を
刻
ん
で
く
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
壁
を

乗
り
越
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
三
越
撤
退
か
ら

は
ま
だ
10
年
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
地
域

社
会
と
共
存
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
を
し
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
将
来
へ
の
意
気
込
み
を
尋
ね

て
み
ま
し
た
。
柳
田
社
長
は
し
ば
ら
く
考
え
た
上

で
、「
あ
と
5
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か

れ
る
頃
に
は
偉
そ
う
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
か
」。
少
な
い
言
葉
の
裏
に
、
当
面

は
デ
パ
ー
ト
品
質
を
維
持
し
た
セ
ン
ス
の
い
い
商

品
展
開
と
サ
ー
ビ
ス
で
足
場
を
固
め
、
あ
ら
ゆ
る

方
策
を
駆
使
し
て
魅
力
あ
る
商
業
施
設
を
確
立
す

る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
と
い
う
不
退
転
の
決
意

が
見
え
ま
し
た
。
地
域
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
に
知

恵
を
絞
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
頑
張
り
続
け
る
こ

と
が
、結
局
は
そ
の
地
域
の
賑
わ
い
を
守
る
基
本
。

柳
田
社
長
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
ま

す
。

「�天文館エリアがコンパクトになっても、�
感性とセンスがいい “大人のショッピングモール ”を目指す」

Company Profile

概　要

	 株式会社丸屋本社
	 130人
	 集積型商業施設の経営
	 	
本　　	社	 〒892-0832　鹿児島県鹿児島市新町2-1	
	 TEL:	099-222-8131　FAX:	099-239-3815
マルヤガーデンズ
		 〒892-0826　鹿児島県鹿児島市呉服町6-5
	 TEL:	099-813-8108　FAX:	099-813-8088

沿　革

明治25年 天文館に隣接した大黒町に丸屋呉服店を創業

大正 3年 丸屋呉服店をいづろ通りに移転

大正14年　丸屋呉服店を呉服町に移転

昭和36年 丸屋デパートを開業

昭和58年 三越と資本提携し、「鹿児島三越」が発足

平成20年 三越が閉店を表明

平成21年 三越鹿児島店が閉店。	
丸屋本社が施設改修に着手

平成22年　　マルヤガーデンズ開業

	 株式会社丸屋本社名　　称		
	 130人従業員数
	 集積型商業施設の経営事業内容		
所 在 地

直営のショップ。ここでは鹿児島産品ばかりでなく全国で長く使わ
れ続けている名品が並ぶ
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企業等の新技術や地域資源を活用した
新商品開発等に市町村が支援する場合
には、ふるさと財団がその市町村に補
助金を交付して支援します

無
限
の
可
能
性
膨
ら
む

「
多
機
能
転
動
体
」を
開
発

瑞
井
精
工
株
式
会
社

茨
城
県
■
常
陸
太
田
市

　「こ
の
小
さ
な
ロ
ー
ラ
ー
（
コ
ロ
）
で
1
㌧

を
支
え
ら
れ
ま
す
」。
鈍
色
に
光
る
米
粒
大
の

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
型
ロ
ー
ラ
ー
を
手
に
、
開
発
し
た

瑞
井
精
工
株
式
会
社
の
井
上
雅
弘
社
長
は
誇
ら

し
げ
な
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。
典
型
的
な
中
小

企
業
で
あ
る
同
社
が
、
培
っ
て
き
た
超
小
型
精

密
ロ
ー
ラ
ー
と
シ
ャ
フ
ト
の
製
造
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
駆
使
し
て
創
り
だ
し
た
高
精
度
・
高
剛

性
の
特
殊
形
状
精
密
ロ
ー
ラ
ー
で
す
。完
成
後
、

当
初
想
定
し
た
用
途
以
外
に
も
そ
の
高
い
保
持

性
能
に
着
目
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
か
ら
引
き

合
い
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

瑞
井
精
工
は
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
に

井
上
社
長
の
父
親
が
設
立
し
た
金
属
加
工
の
会

社
で
す
が
、
産
業
構
造
の
変
化
や
景
気
の
波
を

受
け
、
盛
衰
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
当

初
は
特
殊
鋼
を
使
っ
た
円
筒
形
の
転
動
体
（
コ

ロ
）
の
加
工
工
程
の
一
部
を
行
う
下
流
部
の
下

請
け
だ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
利
益
が
出
な
い

状
態
で
し
た
。
先
代
社
長
は
部
品
加
工
と
は
い

え
メ
ー
カ
ー
へ
の
脱
皮
を
図
ろ
う
と
、
円
筒
形

の
小
型
金
属
部
品
に
特
化
し
て
技
術
の
幅
を
広

げ
ま
し
た
。
弱
電
分
野
の
将
来
性
を
見
越
し
て

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
小
さ
な
シ
ャ
フ
ト
も
手
掛
け

⃝

新 技 術
×

地域資源
開発補助事業

地域産業の育成と発展を支援

窪みがあるのが新開発の「多機能転動体」。
棒状のままなのが従来品
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る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
技
術
力
が
認
知
さ
れ

て
一
流
家
電
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
受
注
で
き
る

ま
で
に
な
り
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
の
頃
で

す
。

２
度
の
「
盛
・
衰
」
を
経
験

　

そ
し
て
バ
ブ
ル
期
に
生
産
は
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
従
業
員
百
数
十
人
、
４
工
場
体
制
で
売

り
上
げ
は
15
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
家
電
メ
ー
カ
ー
は
海
外

生
産
に
シ
フ
ト
し
、
部
品
メ
ー
カ
ー
に
も
現
地

生
産
が
要
請
さ
れ
ま
す
が
、
先
代
社
長
は
60
歳

を
超
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
海
外
進
出
の
選

択
は
せ
ず
、
発
注
減
に
対
応
し
て
工
場
も
1
工

場
に
集
約
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
代
社
長
は

縮
小
化
の
流
れ
の
中
で
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
電
の
次
に
何

が
ブ
ー
ム
に
な
る
の
か
を
探
し
、
携
帯
電
話
に

着
目
し
ま
し
た
。
平
成
5
年
（
１
９
９
３
年
）

頃
の
こ
と
で
す
。

　

携
帯
の
小
型
軽
量
化
が
進
む
と
予
測
し
、
バ

イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
必
要
な
強
力
で
超
小

型
の
モ
ー
タ
ー
用
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
シ
ャ
フ
ト

の
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
積
み
重
ね
て
き
た
ミ

ク
ロ
ン
（
千
分
の
1
㍉
）
単
位
で
の
研
磨
、
研

削
、
切
削
な
ど
の
加
工
技
術
を
生
か
し
、
1
㍉

以
下
の
シ
ャ
フ
ト
の
開
発
に
日
本
で
初
め
て
成

功
し
ま
す
。
対
抗
で
き
る
会
社
が
な
か
っ
た
た

め
、
ほ
ぼ
独
占
状
態
で
受
注
す
る
と
い
う
黄
金

期
が
再
び
訪
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
携
帯
電
話

も
普
及
と
と
も
に
家
電
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
海

外
生
産
に
シ
フ
ト
し
た
た
め
、
海
外
生
産
は
し

な
い
と
決
め
た
瑞
井
精
工
は
価
格
破
壊
と
受
注

減
で
再
び
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
部
品
に
挑
戦
へ

　

そ
し
て
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）、
先
代

社
長
が
急
逝
。
東
京
の
テ
レ
ビ
局
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
だ
っ
た
井
上
社
長
が
2
代
目
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
社
長
に
な
っ
て
2
カ
月
後
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
来
ま
し
た
。
売
り
上
げ

が
約
半
分
に
落
ち
た
中
で
会
社
を
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分
た

ち
の
で
き
る
も
の
を
見
定
め
て
、
そ
の
上
で

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
求
め
る
も
の
を
適
正
な
形
で
提

供
す
る
こ
と
だ
、と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
社
長
就
任
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
業
種
を
絞
ら
ず
に
広
く
し
ま
し
た
。

自
動
車
24
％
、
工
場
内
生
産
設
備
15
％
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
13
％
、
工
作
機
械
13
％
、
半

導
体
10
％
な
ど
と
取
引
先
は
分
散
化
さ
れ
て
い

ま
す
。「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
で
シ

ナ
ジ
ー
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
」。
業
績
は
7

期
連
続
で
増
収
増
益
と
順
調
に
推
移
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
コ
ア
な
生
産
部
品
は
円
筒
形
の

コ
ロ
と
シ
ャ
フ
ト
に
据
え
な
が
ら
、
新
た
な
挑

戦
へ
の
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
ま

で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
マ
ー

高精度・高剛性を実現した長さ 3㍉の
特殊形状精密転動体。窪みに “ 力 ” の
秘密が隠されている

開発のリーダーでもあった井上雅弘社長。数十社以上との商談で全国を走り回る毎日だ
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ケ
ッ
ト
イ
ン
で
し
た
が
、
部
品
加
工
で
あ
っ
て

も
何
か
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
製
品
を
開

発
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
従
業
員
の
夢

に
も
繋
が
る
」。
攻
め
の
も
の
づ
く
り
へ
の
発

想
の
転
換
で
し
た
。

材
料
も
技
術
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

　

基
盤
と
な
る
の
は
、
長
年
蓄
積
さ
れ
た
ミ
ク

ロ
ン
、
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
（
1
万
分
の
1
㍉
）
単

位
で
の
高
精
度
な
特
殊
鋼
の
切
削
、
研
磨
、
超

仕
上
げ
、
転
造
と
い
っ
た
加
工
技
術
で
す
が
、

ま
ず
は
材
料
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ン
レ

ス
系
の
特
殊
鋼
の
太
さ
や
成
分
を
調
整
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
素
材
を
メ
ー
カ
ー
に
特
注
し
、
さ

ら
に
高
剛
性
を
実
現
す
る
た
め
独
自
に
焼
き
入

れ
を
行
う
な
ど
の
手
を
加
え
ま
し
た
。
加
工
の

十
数
工
程
を
工
場
内
で
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
、
精
度
を
高
め

る
超
仕
上
げ
機
も
自
前
で
改
造
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）、
ま
だ
誰

も
作
っ
た
こ
と
の
な
い
新
型
コ
ロ
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
の
で
す
。
こ
の
新
技
術

開
発
に
は
ふ
る
さ
と
財
団
も
７
５
０
万
円
の
新

技
術
開
発
補
助
金
で
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
ま

し
た
。

　

回
転
や
上
下
動
す
る
機
械
製
品
の
軸
を
摩
擦

か
ら
防
い
で
正
確
、
滑
ら
か
に
動
か
す
ベ
ア
リ

ン
グ
（
軸
受
け
）
の
心
臓
部
に
な
る
転
動
体
は
、

丸
い
玉
を
使
う
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
（
玉
軸
受

け
）
と
コ
ロ
を
使
っ
た
ロ
ー
ラ
ー
ベ
ア
リ
ン
グ

（
コ
ロ
軸
受
け
）に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ボ
ー
ル
は
点
接
触
で
荷
重
に
弱
く
変

形
し
や
す
い
た
め
高
速
性
能
、
高
精
度
、
高
寿

命
に
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
も
精
度

面
や
コ
ス
ト
、入
手
性
で
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
弱
点
を
改
善
し
た
、
い
わ
ば
第
3
の

転
動
体
を
目
指
し
た
の
で
す
。
素
材
も
技
術
も

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

米
粒
大
〝
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
〟
で
１
㌧
支
え
る

　

そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
殻
に
入
っ
た
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
の
よ
う
に
3
カ
所
の
窪
み
を
付
け
た

高
精
度
・
高
剛
性
の
特
殊
形
状
精
密
ロ
ー

ラ
ー
で
す
。
接
触
面
が
3
カ
所
の
「
面
接
触
」

に
な
る
こ
と
で
高
剛
性
を
実
現
し
て
ボ
ー
ル

ベ
ア
リ
ン
グ
の
欠
点
を
な
く
し
、
窪
み
を
設

け
る
こ
と
で
既
成
品
の
直
線
駆
動
ベ
ア
リ
ン

グ
ユ
ニ
ッ
ト
で
使
え
る
た
め
コ
ス
ト
面
や
入

手
性
、
精
度
面
の
問
題
を
解
決
し
た
の
で
す
。

直
ぐ
に
評
価
し
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
契
約

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

予
想
外
の
反
応
も
出
ま
し
た
。
開
発
段
階
で

想
定
し
た
の
は
直
線
駆
動
す
る
金
型
で
の
利
用

で
し
た
が
こ
の
新
型
ロ
ー
ラ
ー
の
開
発
を
知
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か
ら
引
き
合
い
が
相
次
い

だ
の
で
す
。
魅
力
は
接
触
面
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
グ
リ
ッ
プ
（
保
持
）
性
能
の
高
さ

で
し
た
。
圧
力
を
掛
け
て
締
め
付
け
れ
ば
強
力

な
「
く
さ
び
」
効
果
が
生
ま
れ
、
ス
ト
ッ
パ
ー

部
品
と
し
て
も
活
用
で
き
る
た
め
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
動
か
し
た
り
留
め
た
り
す
る

機
能
は
ネ
ジ
や
エ
ア
や
ガ
ス
を
使
っ
て
実
現

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
代
わ
り
に
使
え
ま

す
。
保
持
力
は
１
㌧
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ロ
ー

ラ
ー
を
４
個
５
個
と
使
え
ば
用
途
は
無
限
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」。
数
多
く
の
メ
ー

カ
ー
と
製
品
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
初
め
て
の
転
動
体
機
能
と
ス
ト
ッ

パ
ー
機
能
を
併
せ
持
っ
た
超
小
型
の
部
品
。

ま
さ
に
多
機
能
転
動
体
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
る
の
で
す
。

金型での使用イメージ。金型上部の上下動を
ガイドポストと転動体がサポートする。 
図は 6 面体のガイドポストだが、市販の円筒
形ガイドポストで使用できる

ガイドポスト
（支柱）

上下運動

転動体（従来型） 転動体（特殊形状ローラー）
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リ
ソ
ー
ス
集
中
、
超
小
型
に
限
定

　
「
用
途
に
応
じ
て
大
き
な
も
の
も
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
大
き
な
も
の
に
は
手

を
出
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。長
さ
3
㍉
、

直
径
2
㍉
の
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き

く
し
て
も
長
さ
７
㍉
、
直
径
６
㍉
ま
で
で
し
ょ

う
」。
リ
ソ
ー
ス
の
選
択
と
集
中
。
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
優
位
性
が
あ
っ
て
も
、
得
意
分
野
は
超

小
型
の
金
属
加
工
分
野
で
あ
り
、
そ
の
則
は
越

え
な
い
と
い
う
堅
実
な
経
営
姿
勢
が
窺
え
ま

す
。

　

成
約
が
増
え
る
と
生
産
量
が
新
し
い
問
題
と

し
て
浮
上
し
て
き
ま
す
。「
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
は
５
年
後
に
月
産
２
０
０
万
個
と
い
う

計
画
が
で
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
新
工
場
を

建
設
し
な
け
れ
ば
無
理
で
す
」。
自
動
車
に
は

１
０
０
～
１
５
０
の
ベ
ア
リ
ン
グ
が
使
わ
れ
、

そ
の
ベ
ア
リ
ン
グ
に
は
幾
つ
も
の
転
動
体
が
組

み
込
ま
れ
ま
す
。
他
社
で
は
作
れ
な
い
部
品
に

す
べ
て
切
り
替
え
る
と
す
れ
ば
当
然
膨
大
な
生

産
量
が
求
め
ら
れ
、
巨
額
な
設
備
投
資
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。「
今
回
の
開

発
で
は
大
量
生
産
を
想
定
し
て
コ
ス
ト
圧
縮
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
作
り
ま
し
た
。
普
通
な
ら
設
備
で

15
億
円
、建
物
で
5
億
円
ほ
ど
が
必
要
で
す
が
、

設
備
関
係
は
5
千
万
円
ぐ
ら
い
に
圧
縮
で
き
る

と
思
い
ま
す
」。
井
上
社
長
は
会
社
の
体
力
も

考
慮
し
た
戦
略
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な

小
さ
な
部
品
で
す
が
、
将
来
へ
の
期
待
が
大
き

く
膨
ら
み
ま
す
。瑞井精工株式会社

代 表 者▶井上雅弘
設 　 立▶�昭和42年10月
従業員数▶�29人
所 在 地▶�〒313-0004　�

茨城県常陸太田市馬場町948－1
事業内容▶�金属加工

Company Profile

超小型の金属加工一筋 50 年。
巧の技が高精度・高品質を 
生み出す
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1 

北
海
道
津
別
町

津
別
町
は
、
北
海
道
東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク

圏
の
内
陸
部
に
位
置
し
、
東
西
37
・
2

㌔
㍍
、
南
北
34
・
1
㌔
㍍
、
総
面
積
約

７
１
６
・６
平
方
㌔
㍍
に
及
ぶ
広
汎
な
町

域
を
有
し
て
い
ま
す
。

町
の
総
面
積
の
約
86
％
を
森
林
が
占
め
、

そ
の
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
か
ら
、
木
材
の

加
工
や
木
製
品
の
製
造
な
ど
の
産
業
が
発

展
し
、
国
内
有
数
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
合
板

製
造
業
者
の
本
社
も
所
在
し
て
い
ま
す
。

河
川
沿
い
の
扇
状
に
広
が
る
平
野
部
で
は
、

て
ん
菜
、
馬
鈴
し
ょ
、
小
麦
、
玉
ね
ぎ
等

の
農
業
も
盛
ん
で
す
。

ま
た
、
広
大
な
町
営
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場
が
あ
り
、
全
国
の
大
学
等
の
合
宿

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
筑
波
大

学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
18
年
間
に
わ
た
る
利
用

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
縁
で
今
回
の
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
な
か
再
生
事
業
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

事
業
概
要

津
別
町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の

約
1
万
５
０
０
０
人
か
ら
、
現
在
は

５
０
０
０
人
余
り
へ
と
減
少
し
、
将
来
、

更
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
役
場
庁
舎
や
消
防
庁
舎
な
ど
の
公

共
施
設
が
老
朽
化
し
、
再
整
備
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
（
約
2
・

85
平
方
㌔
㍍
）
は
、
釧
路
市
か
ら
網
走
市

に
至
る
国
道
２
４
０
号
沿
い
に
、
役
場
や

病
院
を
中
心
に
商
店
等
に
よ
る
市
街
地
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
の
約
6
割
が
居

住
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、｢

コ
ン
パ

ク
ト
で
利
便
性
の
高
い
住
宅
市
街
地
づ
く

り｣

を
町
の
将
来
目
標
と
し
て
掲
げ
、
役

場
を
中
心
と
し
た
半
径
１
㌔
㍍
の
範
囲
へ

の
町
営
住
宅
の
整
備
や
、
町
内
の
幼
稚
園

や
保
育
所
を
統
合
し
た「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
開
設
な
ど
、
ま
ち
な
か
へ
の
居
住
誘
導

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
対
象
区
域
の
人
口
を
、

10
年
後
も
で
き
る
限
り
維
持
す
る
こ
と
を

長
期
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
達
成
の

た
め
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
将
来
の
人
口
規

模
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要
な
都
市

機
能
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
、

ソ
フ
ト
面
で
は
、
町
内
の
若
い
世
代
が
能

動
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
専
門
性
を
持
っ
た
外
部
の
人
材
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
地
域
に
入
り
、
ま
ち
な
か
を
再
生
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
「
ま
ち

な
か
再
生
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
組
織
す
る
「
ま
ち
な
か
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
の
委
員
が
、
助
成
市
町
村
の
現
地
を
視
察
し
、
地
元
関
係
者
を

交
え
な
が
ら
多
様
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を
す
る
た
め
の
現
地
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
度
採
択
さ
れ
た
５
市
町
の
う
ち
、
北
海
道
津
別
町
、
岩
手
県
紫
波
町
の
ま
ち
な
か
再
生
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

国内有数のシェアを誇る合板製造業者の貯木場

町営サッカー・ラグビー場
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具
体
的
に
は
、
筑
波
大
の
学
生
が
一
定

期
間
常
駐
し
、
ま
ち
な
か
の
実
態
に
関
す

る
各
種
調
査
の
実
施
、
若
い
世
代
を
中
心

と
し
た「
津
別
町
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
」

（
以
下
、
住
民
協
議
会
と
い
う
。）
を
立
ち

上
げ
、
地
元
高
校
生
と
筑
波
大
学
と
の
高

大
連
携
事
業
と
併
せ
た
町
の
将
来
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
大
学
の
研

究
室
合
宿
誘
致
に
よ
る
新
た
な
交
流
人
口

の
形
成
、
大
学
の
学
術
的
成
果
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

◎
ま
ち
な
か
再
生
対
象
地
区

津
別
町
市
街
地
区

◎
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

�

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系�

社
会
工
学
域　

大
澤
義
明
教
授

現
地
会
議
の
開
催

平
成
27
年
10
月
9
日
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
も
と
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
を

会
場
に
、ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
町
職
員
、
住
民
協
議

会
委
員
が
参
加
し
、
現
地
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
と
大
学
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
経
過
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
な
か
の
あ
り
方
と
、
ま
ち

な
か
再
生
を
支
え
る
人
材
育
成
の
2
つ
の

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
な
か
の
あ
り
方

に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、「
ま
ち
の
規
模

か
ら
見
て
、『
低
密
度
な
コ
ン
パ
ク
ト
化
』

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
心
部
に

様
々
な
要
素
は
あ
り
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
建
物
は
高
層
化
し
な

い
こ
と
に
よ
り
、
空
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
ま
ち
の
魅
力
に
な
る
と
い
う
都
市

の
形
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。」
と
の
意
見

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
町
長
か
ら
は
、「
ま

ち
な
か
に
は
緑
地
帯
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状

況
な
の
で
、
今
後
、
複
合
施
設
を
作
る
場

合
は
、
緑
地
帯
を
意
識
し
な
が
ら
魅
力
的

な
場
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
近
隣
自
治
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
部
の
求
心
性
を
保
ち

な
が
ら
相
互
連
携
し
、
一
定
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
規
模
を
確
保
す
れ
ば
で
き
る
こ
と
も
広

が
る
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
再
生
を
支
え
る
人
材
育
成
に

つ
い
て
委
員
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
人
材
育
成
で
は
、
目
標
を
し
っ
か

り
作
り
、
施
策
と
一
貫
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
高
校
生
な
ど
に
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
い
く
具
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
さ
せ
、
ま
ち
の
将
来
に
対
す
る
夢

や
楽
し
さ
を
感
じ
、知
恵
や
知
識
を
学
び
、

い
っ
た
ん
外
に
出
て
も
戻
っ
て
く
る
流
れ

を
つ
く
る
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
味
だ
と
思
う
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

住
民
協
議
会
委
員
か
ら
は
、「
他
の
ま

ち
の
成
功
事
例
を
勉
強
し
て
い
る
が
、
民

間
力
の
強
い
ま
ち
が
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
津
別
町
で
は
ま
だ
行
政
の
力

が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か

ら
民
間
力
を
ど
う
鍛
え
て
い
く
か
を
考
え

て
い
き
た
い
。」
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
引
き
続
き
大
学
や
住
民
と
協

働
し
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

現地会議の様子

まちなか再生プロデューサーの大澤義明教授

木材をふんだんに使った、こども園

国道 240 号沿いのまちなかの様子
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岩
手
県
紫
波
町

紫
波
町
は
、
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
盛

岡
市
と
花
巻
市
の
中
間
に
位
置
し
、
北
上

川
が
中
央
を
流
れ
、
東
は
北
上
高
地
、
西

は
奥
羽
山
脈
ま
で
、
東
西
約
28
㌔
㍍
、
南

北
約
13
㌔
㍍
と
東
西
に
広
い
形
状
で
す
。

古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
、
縄
文
時
代

の
遺
跡
や
中
近
世
の
館
跡
な
ど
、
数
多
く

の
遺
跡
が
あ
り
、
平
安
時
代
に
は
米
や
金

を
豊
富
に
産
出
し
、
江
戸
時
代
に
は
奥
州

街
道
の
宿
場
町
、
商
人
街
、
北
上
川
の
舟

運
の
川
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
盛
岡
か
ら
東
北
本
線
で
21

分
、
自
動
車
で
約
30
分
、
東
京
か
ら
３
時

間
弱
で
到
達
す
る
な
ど
、
交
通
の
便
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
開
催「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

で
は
、
自
転
車
競
技
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

事
業
概
要

紫
波
町
で
は
、
未
利
用
町
有
地
の
活
用

や
役
場
本
庁
舎
の
老
朽
化
、
図
書
館
新
設

の
要
望
な
ど
を
背
景
に
、
役
場
庁
舎
、
情

報
交
流
館
（
図
書
館･

地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
）
が
入
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
（
官
民
複

合
施
設
）
な
ど
を
公
民
連
携
で
整
備
・
運

営
す
る
公
民
連
携
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事

業
）（
以
下
オ
ガ
ー
ル
と
い
う
。）」
を
進

め
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
「
日
詰
商
店
街
地
区
」（
紫

波
中
央
駅
を
は
さ
ん
で
オ
ガ
ー
ル
の
反
対

側
）
が
対
象
で
す
。
当
地
区
は
、
古
く
は

宿
場
町
の
中
心
で
あ
り
、
役
場
庁
舎
や
金

融
機
関
が
立
地
し
、
町
民
の
生
活
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
、
商
業
と
文
化
・
歴
史
の

集
積
し
た
商
店
街
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。一
方
、商
業
者
の
高
齢
化
、後
継
者
・

新
規
事
業
者
の
不
足
、
役
場
庁
舎
の
オ
ガ

ー
ル
移
転
も
加
わ
り
、
空
き
店
舗
・
空
き

家
な
ど
の
遊
休
不
動
産
が
増
加
し
て
い
る

状
況
で
す
。

町
で
は
、「
公
民
連
携
基
本
計
画
（
平

成
20
年
度
）」
に
お
い
て
、「
町
が
個
性
的

に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
町
民
と
民
間

事
業
者
、
町
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
紫

波
中
央
駅
前
か
ら
日
詰
商
店
街
を
含
む
公

民
連
携
推
進
区
域
全
体
の
価
値
を
高
め
ま

す
。」
と
あ
り
、
オ
ガ
ー
ル
と
日
詰
商
店

街
地
区
と
の
連
動
が
計
画
的
に
検
討
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
日
詰
商
店
街
地
区
に
あ
る

遊
休
不
動
産
と
潜
在
的
な
地
域
資
源
を
活

用
し
、
民
間
主
導
に
よ
っ
て
事
業
化
を
行

う
た
め
の
「
日
詰
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
構
想
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

活用が検討されている村谷屋

オガールの風景

活用が検討されている旧紫波町役場と旧紫波郡役所
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こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
民
間
事
業
者
の
育
成

の
た
め
の
「
家
守
塾
」、
有
識
者
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
」、
公
募
に
よ
る
参

加
者
が
遊
休
不
動
産
の
活
用
法
を
学
び
事

業
提
案
ま
で
行
う
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

◎�

ま
ち
な
か
再
生
対
象
地
区�

紫
波
町
日
詰
商
店
街

◎�

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー�

株
式
会
社
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ　

代
表
取
締
役　

清
水
義
次

現
地
会
議
の
開
催

紫
波
町
の
現
地
会
議
は
、
平
成
27
年
10

月
31
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
町
の
拠
点
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
を

視
察
し
、
日
詰
商
店
街
地
区
で
街
並
み
と

こ
れ
か
ら
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
物
件

を
中
心
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
５
月
ま
で
使
用
し
て
い
た
役
場
旧

庁
舎
と
旧
郡
役
所
や
町
に
寄
附
さ
れ
た
明

治
時
代
の
町
家
な
ど
の
公
有
不
動
産
の
ほ

か
、
個
人
所
有
の
住
宅
な
ど
で
活
用
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
物
件
や
商
店
街
が

持
つ
歴
史
的
背
景
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

日
詰
商
店
街
を
視
察
後
、
同
地
区
に
あ

る
平
井
邸
で
現
地
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
井
邸
は
、
大
正
10
年
に
日
詰
の
豪
商

が
原
敬
内
閣
総
理
大
臣
を
接
待
す
る
た
め

に
新
築
し
た
建
造
物
で
、
今
年
度
中
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
町
の
歴
史
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

る
平
井
邸
で
、
日
詰
商
店
街
の
未
来
を
考

え
る
現
地
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
町
か
ら
、
ま
ち
な
か
再
生
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
背
景
と
目
的
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
清

水
氏
よ
り
、
日
詰
商
店
街
を
再
生
す
る
た

め
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
で
検
討
さ
れ
た
案
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
委
員

の
方
々
か
ら
、
今
後
の
日
詰
商
店
街
地
区

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
委
員
か
ら

は
、
歴
史
の
あ
る
地
区
の
「
ま
ち
な
か
再

生
」
に
つ
い
て
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
詰
商
店
街
で
地
元
の
食
材
を
使
用
し

た
発
酵
食
品
に
よ
る
「
健
康
」、
現
在
、

オ
ガ
ー
ル
地
区
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
で
採

用
し
て
い
る
断
熱
性
能
に
よ
る
「
健
康
」、

こ
れ
に
、
オ
ガ
ー
ル
と
日
詰
商
店
街
の
間

を
徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
す
る
こ
と
で
運

動
に
よ
る
「
健
康
」
と
い
う
よ
う
に
、「
健

康
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
町
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
数
多
く
あ
る
の

で
、
差
別
化
を
図
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
た
め
に
は
、文
化
や
歴
史
を
紐
解
き
、

健
康
を
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
手
法
の
材
料

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

基
に
「
日
詰
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
構
想
」
を
策
定
し
、
日
詰
商
店
街
地
区

に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
て
い
く
こ

と
で
エ
リ
ア
の
再
生
を
図
り
、
さ
ら
に
町

内
の
他
地
域
へ
波
及
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現地会議の様子

プロデューサー　アフタヌーンソサエティ清水氏

日詰商店街にある平井邸（現地会議の会場）は、 
今年度中に国の重要文化財に指定される見込み
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基
調
講
演

「�

創
造
性
と
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
再
生
」

佐
々
木
雅
幸 

氏 （  

同
志
社
大
学
経
済
学
部 

特
別
客
員
教
授
）

香
川
県
で
は
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
会
場
に
、

２
０
１
０
年
か
ら
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
開
催
地
の
一
つ
で
あ
る
男
木
島
で
は
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
小
・
中
学
校

が
休
校
状
態
で
し
た
が
、
芸
術
祭
開
催
を
き
っ
か
け
に

島
が
元
気
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
島
を
離
れ

て
い
た
３
世
帯
が
戻
っ
て
き
た
た
め
に
再
開
し
ま
し
た
。

再
開
に
つ
な
が
っ
た
力
こ
そ
ま
さ
に
芸
術
で
す
。

芸
術
祭
に
は
経
済
効
果
、
社
会
的
な
社
会
効
果
、
文

化
的
・
芸
術
的
効
果
の
三
つ
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
三
つ
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
い
と
片
手

地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー�

香
川
県

訪
れ
た
人
が
住
み
続
け
た
く
な
る
香
川
を
目
指
し
て

～�

魅
力
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
へ�

～

　
ふ
る
さ
と
財
団
は
総
務
省
と
連
携
し
、「
新
・
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
通
じ
て
多
様
な
地
域
づ
く
り
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
財
団
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

経
験
な
ど
を
地
方
公
共
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
と
す
る

民
間
団
体
の
皆
さ
ま
に
紹
介
し
、
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

狙
い
と
し
て
「
地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
27
年
11
月
13
日
（
金
）
に
高
松
市
で
開
催
し
た

香
川
県
地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー
「『
訪
れ
た
人
が
住
み
続
け
た
く

な
る
香
川
を
目
指
し
て
』 

～ 

魅
力
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発

信
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
へ 

～
」（
主
催
：
ふ
る
さ
と
財
団
、

共
催
：
香
川
県
）
を
紹
介
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
同
志
社
大

学
経
済
学
部
特
別
客
員
教
授
（
文
化
庁
文
化
芸
術
創
造
都
市
振

興
室
長
）
で
日
本
に
お
け
る
創
造
都
市
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

り
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
佐
々

木
雅
幸
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
過
去
６
市
町
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
他
、
各
地
の
新
た

な
観
光
振
興
組
織
の
事
業
計
画
策
定
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
近

畿
大
学
経
営
学
部
教
授
の
高
橋
一
夫
氏
か
ら
実
践
的
な
事
例
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演する佐々木氏
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落
ち
に
な
り
ま
す
。
特
に
過
疎
を
脱
却
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
地
域
に
住
む
誇
り
を
失

う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
誇
り
は
自

分
た
ち
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

る
と
再
認
識
し
た
と
き
に
強
く
な
り
ま
す
。
地
域
に
学

校
が
あ
る
と
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、
な
く
な
る
と
誇

り
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
学
校
が

持
つ
社
会
的
な
価
値
は
一
年
単
位
で
の
経
済
的
な
価
値

だ
け
で
は
測
れ
ま
せ
ん
。
行
政
は
そ
の
地
域
に
お
け
る

将
来
的
な
価
値
、
中
・
長
期
的
な
効
果
を
織
り
込
ん
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
芸
術
祭
を
き
っ

か
け
に
男
木
島
の
小
・
中
学
校
が
再
開
し
た
こ
と
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
市
民
一
人
一
人
が
創
造
的
に
働
き
、
暮

ら
し
、
活
動
す
る
都
市
、「
創
造
都
市
」
が
21
世
紀
に

お
け
る
都
市
や
地
域
再
生
に
お
い
て
大
変
重
要
な
考
え

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
創
造
都
市
」は
世
界
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

代
表
例
に
現
代
美
術
に
よ
る
再
生
を
は
た
し
た
ス
ペ
イ

ン
の
ビ
ル
バ
オ
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ル
バ
オ
は
造
船
業
で

有
名
で
し
た
が
そ
の
造
船
業
が
衰
退
す
る
中
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
知
識
を
持
っ
た
人
た
ち
（
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー

カ
ー
）
が
主
体
と
な
る
街
に
な
ら
な
い
と
生
き
残
れ
な

い
と
い
う
考
え
か
ら
、
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
住
み
や

す
い
文
化
に
変
え
る
べ
く
、
従
来
の
概
念
を
打
ち
破
る

力
が
あ
る
現
代
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
都
市
再
生
戦
略

を
採
り
、
20
年
ほ
ど
前
に
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
分
館
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
誘
致
に

は
か
な
り
大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、
衰
退
し
た

重
工
業
都
市
か
ら
の
再
生
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
都
市
再
生
戦
略
で
は
い
ま
ま
で
の
産
業
が
一

つ
衰
退
し
た
ら
新
し
い
産
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
う
ま
く
い
っ
た
都
市
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
が
中
長
期
に
わ
た
っ
て
発
展

す
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
の
文
化
を
ま
る
ご
と
新
し
い

も
の
に
変
え
て
い
く
、
新
し
い
社
会
を
寛
容
性
を
持
っ

て
迎
え
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
文
化

的
な
雰
囲
気
を
創
っ
た
ら
、
そ
の
後
に
産
業
は
つ
い
て

き
ま
す
。
こ
の
順
序
を
こ
れ
ま
で
間
違
え
て
い
た
か
ら

産
業
政
策
、
地
域
振
興
は
失
敗
ば
か
り
で
し
た
。「
創

造
都
市
」
で
地
域
再
生
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
「
芸
術
」

や
「
文
化
」
を
大
変
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
で
も
金
沢
や
横
浜
、
神
戸
だ
け
で
は
な
く
、「
創

造
都
市
」
の
考
え
方
は
農
村
部
に
も
適
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
長
野
県
木
曽
町
な
ど
で
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
過
疎
地
と
考
え
ら
れ
て

い
る
徳
島
県
神
山
町
で
は
「
創
造
農
村
」
と
し
て
環
境

と
文
化
の
ム
ラ
を
創
ろ
う
と
の
こ
と
で
、
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
に
ま
で
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

事
例
紹
介

「�

観
光
客
の
体
験
を
住
み
た
い
価
値
に
！�

～
神
戸
・
長
崎
の
事
例
を
も
と
に
考
え
る
～
」

高
橋 

一
夫 

氏 （  

近
畿
大
学
経
営
学
部 

教
授
）

有
名
企
業
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
は
見
た
だ
け
で

頭
の
中
で
意
味
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
ほ
ど
、
他
と
の
差

別
化
が
な
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
「
水
と
緑
と
歴
史
の

ま
ち
○
○
」
と
い
う
〝
タ
グ
ラ
イ
ン
〟（
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
）
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
実
際

に
各
市
町
村
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
と

差
別
化
が
き
ち
ん
と
で
き
て
お
ら
ず
、
他
の
市
町
村
に

も
そ
の
タ
グ
ラ
イ
ン
が
当
て
は
ま
り
そ
う
な
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

n R.フロリダは、２１世紀型都市の新しい担い手として「創造階級」
の登場と勃興に注目し、そのエートスと仕事およびライフスタイル、
そして彼らが選択するコミュニティの特徴を分析し、創造階級が好
んで居住する都市や地域こそ、経済的パフォーマンスが優れてい
ることをわかりやすい具体的な指標によって示した。世界の都市
政策に大きな影響を与えた彼の「創造性指数」は３つのＴ、	


n Talent　人材	


n Technology　技術 	


n Tolerance　寛容性、雅量	


「ゲイ指数」とはゲイの人々が隣に住んでいても排除せずに、受け
入れる「寛容性」を意味している。すなわち、既成の価値観にとら
われない前衛的なアーティストのような人々を排除しないコミュニ
ティこそ創造的で、ハイテク分野の先端的な人材が好んで住む社

会的環境を特徴付ける 	


実践的なアドバイスを行う高橋氏
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は
、
地
名
を
見
た
と
き
に
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
く
る
か
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
期
待
感
に
繋
が
っ
て
い
る
か
が
重
要

で
す
。

「
地
域
性
」
は
他
の
地
域
と
の
差
別
化
の
核
と
な
る

も
の
で
、
そ
の
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
伝
統
に

由
来
し
ま
す
。
核
と
し
て
の
「
地
域
性
」
が
あ
り
、
観

光
地
ブ
ラ
ン
ド
、
商
業
地
ブ
ラ
ン
ド
、
加
工
品
ブ
ラ
ン

ド
、
農
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド

が
あ
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は「
こ
れ
は
自
分
の
モ
ノ
」だ
と
か「
愛

着
が
持
て
る
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
経
験
に

入
り
込
ん
だ
心
の
中
の
非
常
に
情
緒
的
な
価
値
に
対
し

て
価
値
を
覚
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
商
品
の
本
質
（
味
、

品
質
な
ど
）
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
商
品
を
経
験
し
た
と

き
に
得
ら
れ
た
感
動
や
満
足
感
と
い
っ
た
価
値
を
経
験

価
値
と
い
い
ま
す
が
、こ
れ
を『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
』

に
あ
て
は
め
て
み
ま
す
と
、「
買
い
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
実
際
に
買
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域

を
「
訪
れ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
、
そ
の
地
域

で
感
動
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
人
と
「
交

流
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
交
流
を
繰
り
返
す
う
ち
に
地
域
に
対
し
て

愛
着
が
生
ま
れ
、「
住
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

 

経
験
価
値
に
よ
る
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
』
は
、

地
域
の
価
値
を
具
体
的
な
「
住
民
が
生
活
す
る
地
域
そ

の
も
の
」
を
と
お
し
て
の
「
経
験
」
と
し
て
提
示
す
る

こ
と
で
、
よ
り
深
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
強
い

ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
意
思
を
無
視
し
て『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。『
地
域

ブ
ラ
ン
ド
』
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』
を
確
立
し
て
い
る
二
つ
の
事
例
、

長
崎
と
神
戸
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
長
崎
で
す

が
、
長
崎
は
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
「
長
崎
さ
る
く
」

で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。「
長
崎
さ
る
く
」
は
観
光

客
数
の
減
少
に
危
機
感
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
、

日
本
で
は
じ
め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧
会
で
す
。

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ
ま
で
発
信
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
に
楽
し
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
多
く
の
素

材
の
楽
し
み
方
を
創
り
、「
長
崎
で

の
新
し
い
時
間
の
過
ご
し
方
」
と
し
て
定
着
さ
せ
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
の
さ
ら
に

そ
の
歴
史
的
背
景
な
ど
を
深
く
知
り
、
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
感
動
す
る
知

的
体
験
に
つ
な
が
り
、
フ
ァ
ン
と
し
て
の
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
く
育
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
は
徹
底
的
な
消
費
者
志
向
、
持
続
可
能
性
の
追

求
で
、「
お
約
束
は
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
〝
ま
ち
感
覚
〟

で
す
。」
の
コ
ピ
ー
で
大
人
気
と
な
っ
て
い
る
『
お
と

な
旅
・
神
戸
』
で
す
。
神
戸
な
ら
で
は
の
特
別
感
の
あ

る
ま
ち
歩
き
や
体
験
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
提
供
や
協
力
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
運
営
も
新
た
に
育
成
す
る
ガ
イ
ド
と
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
特
色
を
出
し
き
れ
な
い

地
域
の
現
状
を
変
え
、
観
光
客

を
定
住
に
結
び
つ
け
る
た
め
に

は
、
観
光
客
と
地
域
の
み
な
さ

ん
と
の
関
係
を
深
め
る
た
め
の

演
出
が
必
要
で
す
。
演
出
は
観

光
客
の
気
持
ち
や
感
動
と
い
う

情
緒
性
に
訴
え
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
住
み
た

い
価
値
と
い
う
経
験
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

地域再生セミナー 香川県

経験価値による地域ブランドの構築

地域の価値を具体的な「住民が生活する地域そのもの」を通じた「経験」と

して提示することが、顧客とのより深い関係を構築し、強いブランドをつくる

体験価値提案

関
係
の
深
さ

買いたい

訪れたい

住みたい

交流
したい

和田充夫「地域ブランドマネジメント」に加筆

地域外の資金
を呼び込む

地域外の
人材を呼び込む

愛着

体験
経験

感動

「場」を通じた経験
＝ブランドのコンタ

クト・ポイント

特色を出し切れない地域の現状を変える

• グローバル時代は普遍的価値がルールとして必要

• 同時に地域色豊かな地域文化（固有価値）が重要性を増す

地域の固有価値の重要性

• 「その地域らしさ（地域性）」を明らかにする

• 固有の資源を核にして地域のイメージを構築する

交流人口を増やすには

• 「住民が生活する地域」での「経験」と「時間の過ごし方」をデザイン
する

• 観光客と地域の人々との関係性を深めるための演出が必要であり、
観光客の精神や感動という情緒性に訴えるものでなければならない

定住に結び付けるには
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平
成
28
年
度
　 

ふ
る
さ
と
財
団
助
成
事
業
等
に
つ
い
て

ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

  趣　　旨1
　地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く周知することにより、
活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与することを目的とします。

  表彰対象2
　過去にふるさと融資を活用した民間事業者等（以下「事業者」という。）であって、当該事業者によるふるさと融資を活
用した事業が、営業開始後３年以上継続し、現在も経営状況に懸念がなく、かつ地域における経済効果、雇用及びイメー
ジアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献していると認められること。
　（例）
　・地域の活性化につながる新しい試みに意欲的に取組んでいる事業
　・当該事業において営業開始以降、新規雇用が定期的にあり、地域における雇用拡大に貢献している事業
　・�地方公共団体において構想するまちづくり基本計画等の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域にとって中心的

位置付けである事業
　・�当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の拡大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらしている事業
　・�東日本大震災の被災地域において、復興に向けて特に中心的な役割を果たし、地域経済の再生および雇用の維持・拡

大に特に貢献している事業（特別賞）

  表彰方法3
　表彰は、表彰状を授与して行います。
　・総務大臣賞（10事例以内）

  対象事業者の推薦方法4
　都道府県、政令指定都市及び市町村 (政令指定都市を除く。)は、それぞれ一事業者を推薦してください。なお、同一都
道府県において、都道府県及び市町村が推薦する事業者が複数ある場合には、都道府県は優先順位を付して推薦してくだ
さい。

  審査方法5
　都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦を受けた事業者のうちから、学識経験者及び関係行政機関の職員等から構
成される「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査及び選考を経て、10以内の民間事業者を選定し、総務省と協議のうえ、
当財団理事長が決定します。

  スケジュール6
　・募集締切� 平成 28年 2月 29日
　・審査委員会� 7 月下旬
　・表彰者決定� 9 月下旬
　・表彰式� 10月下旬

問合わせ先 融資部　企画調整課　　 TEL  03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732
 E-mail  kouji.souma@furusato-zaidan.or.jp
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【Ａタイプ例】　新技術を用いた新商品開発 【Ｂタイプ例】　地域資源を活用した新商品開発

プラスチック部品の加飾技術開発 さとうきびを活用した特産品開発高耐圧半導体デバイス用SOIの製造 竹を原料とした抗菌剤の開発

  事業目的1
　企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が補助を行う場合に、当財団が当該市町村に対し補助金を交付
することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです。

  事業区分2
　⑴�　新商品開発に取り組む企業等に対して市町村が必要な経費の補助を行うときは、経費の規模に応じて、補助金を交

付します。（Ａ〜Ｃタイプ）
　⑵�　これまでに新商品開発に取り組み、試作品が完成したものの商品化に至っていないものについて、商品化に向けた

事業化、市場調査、販路開拓等を実施しようとする事業について、補助金を交付します。（Ｄタイプ）

  公募概要3

補 助 対 象 者 市町村（特別区も含みます。）
※企業等に対する補助金は市町村から交付します。

補 助 上 限 額 ・Ａタイプ　1,000 万円 以内　　・Ｂタイプ　500 万円 以内
・Ｃタイプ　　100 万円 以内　　・Ｄタイプ　200 万円 以内

補 助 率 補助対象経費の 2/3 以内
（過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地帯においては 9/10 以内）

補助対象経費

A 〜 C タイプ :  補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、技術指導費、
産業財産権導入費、会議事務費、人件費、広報費等

D タイプ :   上記に加え、パッケージデザイン・ネーミング委託経費など、試作品を商品化の軌道にのせるた
めに必要な委託に要する経費

※具体的な経費の内容については、事務局までお問合せください。

補助対象期間 平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 2 月 28 日

対 象 事 業 数 全体で 11 件程度

公 募 期 間 平成 28 年 1 月 12 日（火）〜 2 月 25 日（木）【財団必着】
※公募は 1 回のみの予定です。

留 意 事 項

① 商品開発において新技術を導入する事業や全く新しい商品の開発を行う事業、産学官金の連携等地域全体
で取り組む事業等を重点的に支援します。

②事業が国庫補助を受けている場合や企業等が債務超過となっている場合は対象となりません。
③事業の研究開発の主要部分を委託するものは対象となりません。（A 〜 C タイプ）
④ 補助事業の成果については、地域振興策の実例として、当財団の広報媒体を通じて公表します。
⑤申請書類は採否に関わらず返却しません。

地域産業の育成・発展を支援

ふるさとものづくり支援事業
（旧）新技術・地域資源開発補助事業



補助事業の範囲（イメージ図）
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  事業の目的1
　地域再生に取り組む市町村に対して、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部人材（地域再生マネージャー等）
を活用する費用の一部を支援することで、当該地域の段階・実情に応じた地域再生の取組を促進し、地方創生に資するよ
う活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。
　（※）�当事業において「地域再生」とは、地域住民が主体となった持続可能な仕組みや体制を構築すること、さらには地域資源等を活用したビ

ジネスを創出することで、地域が自立的に活動し雇用に結び付ける仕組みづくりを行うことをいいます。

  事業の概要2
　本事業では、次のメニューにより、市町村の地域再生への取り組みをサポートします。

　　1外部人材活用助成［ 助成率 2 ／ 3 以内、助成額 700 万円以内 ］
　　　�　地域再生に取り組む市町村が、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部人材を活用する場合に、当財

団がその費用の一部を助成するものです。
　　　�　外部人材は、地域住民主体による持続可能な実施体制の構築、地域資源等を活用したビジネス創出への助言・指

導及び事業の具体的なマネジメント等を行います。

　　2外部人材派遣［ 派遣回数 1 回 ］　　　　　　　　
　　　�　地域再生に取り組もうとする市町村に対して、当財団から外部人材を派遣し、必要な助言等を行うものです。
　　　　外部人材は、現地調査を行い、地域課題の抽出及び課題解決に向けた方向性の提言を行います。

地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援

新・地域再生マネージャー事業

問合わせ先 融資部　企画調整課　　 TEL  03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732
 E-mail  tomonori.kudou@furusato-zaidan.or.jp
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課題解決の
方向性の提言

実施体制構築への
助言、協働

・起業
・法人化
・雇用拡大
・設備投資

地域住民が主体となり、
地域が自立的に活動事業のマネジメント

ビジネス創出の助言、指導

地域課題の
抽出

地域住民主体による持続可能な実施体制の構築
事業実施（ものづくり、観光振興、流通・販路の拡大）

外部人材派遣 外部人材活用助成
地域再生

外部の専門家による支援

  公募概要3
　1外部人材活用助成

助 成 対 象 者 市町村 ( 特別区を含む )

助 成 金 額 助成対象経費の 2 ／ 3 以内（上限 700 万円）

助成対象経費

①外部人材の派遣に関する経費（複数人材でも可能）
　外部人材の人件費（謝金を含む。）、旅費
②その他の経費
　 旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費　等（消費税及び地

方消費税を含む。）

助成対象期間 平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 2 月 20 日

対 象 事 業 数 12 件程度

公 募 期 間 平成 28 年 1 月 12 日〜平成 28 年 2 月 12 日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②採択・不採択の通知は 5 月中旬頃の予定です。（継続事業は 3 月下旬を予定）
③期中の概算払いは行いません。
④外部人材の派遣に関する経費は、助成対象経費の概ね半分以上に調整願います。
⑤ 申請書は外部人材と協議のうえ作成してください。
⑥ 派遣する外部人材は、原則市町村で選任してください。希望があれば財団において外部人材を紹介するこ

とも可能です。

　2外部人材派遣

助 成 対 象 者 市町村 ( 特別区を含む )

派 遣 内 容 ①原則として１件当たり１回（２人）まで、２泊３日の派遣。
②最終日に調査結果を首長等に報告。

経 　 　 費 外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材へ直接支払う。（算
定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成２８年７月１日　〜　平成２９年１月３１日

対 象 件 数 ６件程度

公 募 期 間 平成２８年３月１日　〜　平成２８年５月３１日（財団必着）

留 意 事 項
①市町村は､ 都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②採択・不採択の通知は 6 月下旬頃の予定です。
③派遣する外部人材は、財団が選任します。

問合わせ先 地域再生部　地域再生課　　 TEL  03-3263-5736　　 FAX  03-3263-7887
 E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp
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まちなか空間の再生を支援
まちなか再生支援事業（補助金）

  事業目的1
　まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含む。以下同じ。）に対して、具体的・実務的ノウハウを有する専門家に業務
の委託等をする費用の一部を補助することにより、まちなか再生に関し民間能力を活用して居住機能・都市機能等総合的
な側面から促進し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。
　（※）�当事業において「まちなか再生」とは、まちなかの急速な衰退に伴う都市機能の低下、地域活力の減退など、まちなかの抱える様々な課

題に対し、まちなか空間の維持保全・環境改善・施設整備、地域資源のプロモーション、それらの担い手たるコミュニティの再生、人材
の育成、組織の設立等を行うことにより、まちなか空間における生活及び交流拠点としての機能の維持・拡大を図ることをいう。

  補助事業の概要2
補助内容 ①補助対象業務を行う市町村への契約費用に対する補助

②補助金の交付を受ける市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

補助対象事業の概要 市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務的ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事業

事業概念図

まちなか再生プロデューサー

次に掲げるいずれかの者とする。
① 市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業

全体の総合的な企画、調整、統合等を行う者
② まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専門家のうち、当該チームの中心となる専門家
③連携する大学の教員

契約の相手方 まちなか再生プロデューサー（当該専門家が所属する法人又は大学を含む。ただし、当該専門
家が大学教員の場合は、原則大学とする。）

  公募概要3
補 助 対 象 者 市町村

補助対象業務

① 市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー等と業務の委託等契約を
締結するものであること。

②まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
③ 市町村とまちなか再生専門家チームとの連携を円滑に行う体制の整備等、効果的に事業が実施されるよう

な仕組みを有するものであること。
④市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
⑤他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
⑥補助対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。
⑦補助対象業務の目的や内容が「地方創生」に資するものであること。

補 助 額
（ 補 助 率 ） １事業　700 万円以内（補助対象事業に係る契約金額の 2 ／ 3 以内）

対 象 事 業 数 ４件程度

補助対象期間 平成 28 年 4 月 1 日　〜　平成 29 年 2 月 20 日（目途）

公 募 期 間 平成 28 年 1 月 12 日　〜　2 月 12 日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

中活協議会等 住民

産業 金融

成果報告 連携

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・
補助金の交付

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

助言

問合わせ先 開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  yasuyoshi.tanaka@furusato-zaidan.or.jp
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問合わせ先
開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  masakazu.takano@furusato-zaidan.or.jp

公民連携ポータルサイト URL  http://www.furusato-ppp.jp/

  事業目的1
　公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営等を推進する地方公共団体の要請に応じ、シンクタンク等の専
門家、地方公共団体の希望する分野の実績を有する地方公共団体職員又は当財団職員（以下、「アドバイザー」という。）
を派遣し、必要な助言・指導を行います。

  事業内容2
　下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、経験を有する専門家等を、地方公共団体に派遣します。
　　① PPP／ PFI：PFI 法に基づく PFI 事業の他、公民連携（PPP）による公共施設等の整備、運営・管理等を行う事業
　　②指定管理者制度 : 地方自治法第 244条の 2�第 3項に規定された指定管理者による公の施設の管理方法
　　③公共施設マネジメント : 自治体が保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動しながら管理運用する仕組み

  派遣方法等3
　・アドバイザー派遣は、原則として１地方公共団体あたり１回を限度とします。
　・派遣時期等については、地方公共団体と協議のうえ決定します。
　・予定件数は 40自治体程度とします。
　・�申込多数の場合は、公民連携ポータルサイトに会員登録している団体を優先します。公民連携ポータルサイトの会員

登録は随時受け付けます。

  費　　用4
　アドバイザー等の派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原則として当財団が全額負担します。
　（派遣実施確認後、ふるさと財団からアドバイザーへ直接支払う。）

  募集期間5
　平成 28年 1月 12日〜 2月 12日

公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣

公民連携アドバイザー派遣事業

制度の流れ 地方公共団体
公民連携手法

（PPP／ PFI、指定管理者、
公共施設マネジメント）

の検討等

ふるさと財団
アドバイザー等の選任、

アドバイス内容・日程調整等

①申　込

⑤受入結果の報告

専門家等
（又は財団職員）

②採択通知

③アドバイザー等の決定通知

④アドバイス（３時間程度）
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  事業の目的1
　市町村（特別区を含む。以下同じ。）においては、「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について」（平成 26年
4月 22日総務大臣通知）により「公共施設等総合管理計画」を平成 28年度までに策定することが求められています。
　加えて、国の方針として PPP／ PFI の積極的な活用が掲げられているものの、先行して公共施設マネジメントに取り組
む市町村においても具体的な民間活力の導入について十分に検討がされていない状況にあります。
　当事業は、公共施設マネジメントを推進するため、民間のノウハウを活用した新たな公共施設マネジメントについて、
モデル自治体によるケーススタディを行い、研究成果を全国に発信することを目的としています。
　（※）�「公共施設マネジメント」とは、保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動させながら管理、活用する取組であり、公共施設

で提供されるサービスの運営も含むものをいう。

  助成事業の概要2
　【助成対象事業】
　　・�策定済み（素案段階を含む）の「公共施設等総合管理計画」

に基づき実施されるマネジメントの手法の高度化を図る事業
　　・�公共サービスの維持・向上や財政負担の軽減に資する公民連

携手法を検討する事業
　　・�市町村域を超えた広域的なマネジメントの仕組みを検討する

事業
　　・�インフラ部門のマネジメントの手法の高度化を検討する事業
　　・�地方公会計の活用を通じてマネジメントの仕組みの高度化を

検討する事業
　　・�その他、財団が特に必要と認める事業

  公募概要3
対 象 者 市町村（特別区を含む）

募 集 要 件

(1) 平成 28 年度に研究モデル事業を実施すること
(2) 事業の実施に当たり、次に掲げるいずれかの者と業務の委託契約を締結するもの
　　　ア　民間事業者
　　　イ　大学
(3) 当該事業に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。

助 成 額
（ 助 成 率 ） 1 事業　700 万円 以内（助成対象事業に係る契約金額の 2 ／ 3 以内）

対 象 事 業 数 ４件程度

対 象 期 間 平成 28 年 4 月 1 日　〜　平成 29 年 2 月 20 日（目途）

公 募 期 間 平成 28 年 1 月 12 日　〜　2 月 12 日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

公共施設マネジメントの推進を支援

公共施設マネジメント調査研究
（研究モデル事業）

（旧）公民連携調査研究（研究モデル事業）

問合わせ先 開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  okada@furusato-zaidan.or.jp

【研究モデル事業のスキーム図】

 

研究モデル
事業 ふるさと財団

大学
等

シンク
タンク
等

民間
企業
等

研究モデル事業に
対する調査・検討

公共施設マネジメント
調査研究会

・学識経験者
・総務省
・先進自治体の職員など

協力

協力

契約

構
築
支
援

新
た
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の

一部助成

共同研究

財団が組織
市町村
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平成 28 年度に実施する予定の助成事業等の概要についてお知らせします

ふるさと財団助成事業等一覧

  趣　　旨1
　地方公共団体等の職員を対象として、公民連携事業（PPP／ PFI、公共施設マネジメント、指定管理者制度等）に係る
基本的・実務的な情報、先行事例の紹介を内容としたセミナーを開催することにより、地方公共団体における公民連携の
推進を図る。

  開催概要2
　1日程及び開催場所等

開　催　日（予定） 募集人員 開催場所
第 1 回 平成 28 年 7 月（1 日間） 70 名程度 東日本（未定）
第 2 回 平成 28 年 7 月（1 日間） 70 名程度 西日本（未定）
第 3 回 平成 28 年 7 月（1.5 日間） 100 名程度 東京

　2参加対象者� 地方公共団体職員
　3参　加　費� 無料
　4申 込 方 法� �開催日1か月程度前に正式に案内しますので所定の方法でお申し込みください。なお、案内はホームペー

ジに掲載するほか、都道府県経由で文書にて通知します。

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間 提出方法
（注）

ふるさと融資関連事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさと企業大賞
（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用し、地
域振興・活性化に資する事業活動
を実施している民間事業者を表彰
し、その活動を全国に広く周知す
ることで魅力ある地域づくりの一
層の推進を図る。

□表彰対象
　 ふるさと融資を活用した民間事業

者であり、その事業が営業開始
後３年以上継続し、現在も経営に
懸念がなく、かつ地域における経
済効果、雇用及びイメージアップ
等の点で魅力ある地域づくりに特
に貢献していると認められること

□表彰方法
　表彰状を授与（10 事例以内）

平成 27 年 12 月 3 日
～

平成 28 年 2 月 29 日

都道府県
指定都市

Ａ

市区町村
Ｂ

公民連携セミナー

問合わせ先
開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  masakazu.takano@furusato-zaidan.or.jp

公民連携ポータルサイト URL  http://www.furusato-ppp.jp/
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地域産業育成支援事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさとものづく
り支援事業

企業等の地域資源を活用した新商
品開発等に対し市区町村が支援を
行う場合に、ふるさと財団が当該
市区町村に対し補助金を交付する。

□補助対象 ： 市区町村
   ※ 企業等に対する補助金は市区

町村から交付
□補助率 ： 2 ／ 3 以内
　　（過疎地域等９/10）
□補助上限額
　Ａタイプ ： 1,000 万円
　Ｂタイプ ：500 万円
　Ｃタイプ ： 100 万円
　Ｄタイプ ： 200 万円

平成 28 年 1 月 12 日
～

2 月 25 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

新・地域再生マネージャー事業（担当：地域再生部　地域再生課　TEL：03-3263-5736）

外部人材活用
助成

地域再生に取り組む市区町村が、
地域住民主体による持続可能な実
施体制の構築やビジネス創出への
助言・指導等を行う外部人材を活
用する場合に、ふるさと財団がそ
の費用の一部を助成する。

□助成対象 ： 市区町村
□助成率 ： 2 ／ 3 以内
□助成上限額 ： 700 万円
　（ 外部人材派遣に係る人件費・

旅費が助成対象経費の概ね半
分以上）

平成 28 年 1 月 12 日
～

2 月 12 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

外部人材派遣

地域再生に取り組もうとしている
市区町村に対し、ふるさと財団が
地域課題の抽出や課題解決に向け
た方向性の提言を行う外部人材を
派遣する。

□派遣対象 ： 市区町村
□派遣内容 ：  原則として１件あた

り１回（2 人）、２泊
３日

□派遣費用 ：  外部人材への謝金・
旅費は原則財団負担

平成 28 年 3 月 1 日
～

5 月 31 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

まちなか再生事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

まちなか再生支援
事業（補助金）

まちなか再生に取り組む市区町村
が、具体的・実務的ノウハウを有
する専門家に業務の委託等をする
費用に対し補助金を交付する。

□補助対象 ： 市区町村
□補助率 ：2 ／ 3 以内
□補助上限額 ： 700 万円

平成 28 年 1 月 12 日
～

2 月 12 日
Ａ

公民連携推進事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

公民連携アドバイ
ザー派遣事業

公民連携手法による公共施設等の
整備、維持管理・運営等を推進す
る地方公共団体の要請に応じ、シ
ンクタンク等の専門家等を派遣し、
必要な助言・指導を行う。

□派遣対象 ：  都道府県、市区町村、
一部事務組合等

□派遣回数 ：  原則として１団体に
つき年間１回

□派遣費用 ：  原則として財団が全
額負担　

平成 28 年 1 月 12 日
～

2 月 12 日
Ａ

公共施設マネジメ
ント調査研究 ( 研
究モデル事業）

旧）公民連携調査 
研 究（ 研 究 モ デ 
ル事業）

民間のノウハウを活用した新たな公
共施設マネジメント手法の構築に取
り組む市区町村と、ふるさと財団が
設置する公共施設マネジメント調査
研究会が共同研究を行い、研究成果
を発信する。当該市区町村に対し、
民間事業者又は大学に業務の委託を
する費用への助成を行う。

□助成対象 ： 市区町村
□助成率 ： ２／３以内
□助成上限額 ： 700 万円

平成 28 年 1 月 12 日
～

2 月 12 日
Ａ

公民連携セミナー

地方公共団体を対象に、公民連携
事業（PPP ／ PFI、公共施設マネ
ジメント、指定管理者制度等）に
係る基本的・実務的な情報、先進
事例の紹介を内容としたセミナー
を開催し、地方公共団体における
公民連携の推進を図る。

□第 1 回：  7 月頃、1 日間、70
名程度、 
東日本（未定）

□第 2 回：  7 月頃、1 日間、70
名程度、 
西日本（未定）

□第 3 回：  7 月頃、1.5 日間、
100 名程度、東京

決定次第案内 Ａ

（注）提出方法…　A：直接財団に提出　　　B：都道府県経由で財団に提出
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様
々
な
出
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い

私
は
、
千
葉
県
銚
子
市
か
ら
の
派
遣
で
、

開
発
振
興
課
に
配
属
さ
れ
、
今
年
で
２
年
目

と
な
り
ま
す
。

私
の
出
身
地
「
銚
子
市
」
は
、
東
京
か
ら

約
１
０
０
㌔
㍍
、
関
東
平
野
の
最
東
端
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
関
東
の
平
野
部
で
は
、
最

も
早
い
日
の
出
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
初
日

の
出
は
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

犬
吠
埼
の
地
名
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

古
く
か
ら
、
漁
業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し

て
き
て
お
り
、
銚
子
漁
港
の
水
揚
げ
量
は
、

し
ば
し
ば
全
国
１
位
を
記
録
し
ま
す
。ま
た
、

利
根
川
河
口
か
ら
君
ケ
浜
、
犬
吠
埼
、
屏
風

ケ
浦
に
至
る
海
岸
線
は
、
砂
浜
あ
り
、
岬
あ

り
、
断
崖
絶
壁
あ
り
と
、
変
化
に
富
ん
だ
雄

大
な
景
観
美
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。
ぬ
れ

煎
餅
で
全
国
的
に
有
名
と
な
っ
た
銚
子
電
鉄

や
、
参
観
灯
台
で
あ
る
犬
吠
埼
灯
台
な
ど
、

観
光
資
源
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
観
光
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
も
い

え
る
銚
子
市
に
訪
れ
、
そ
れ
ら
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
の
私
の
業
務
で

す
が
、主
に
、自
治
体
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
と
し
て
、
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。自

治
体
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全

国
の
自
治
体
に
向
け
て
、
公
民
連
携
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、

指
定
管
理
者
制
度
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
３
分
野
に
つ
い
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
専
門
家
や
先
進

自
治
体
職
員
を
講
師
と
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
特
に
、
平
成
23
年
に
導
入

さ
れ
た
新
し
い
行
政
手
法
で
あ
り
、
全
国
的

に
ま
だ
事
例
の
少
な
い
、
公
共
施
設
等
運
営

権
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
方
式
の
調
査
研
究

に
、
制
度
理
解
と
活
用
へ
の
寄
与
を
目
的
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
、
ま

ち
な
か
再
生
支
援
事
業
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
多
く
の
自
治
体
に
出
張

で
訪
れ
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
が
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
現
場
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
口
に

言
っ
て
も
、
そ
の
内
容
や
進
捗
は
千
差
万
別

で
す
。
地
元
に
い
た
こ
ろ
は
〝
こ
う
だ
っ
た

ら
い
い
な
〟
と
思
っ
て
い
た
も
の
を
、
出
張

で
訪
れ
る
と
既
に
実
現
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
、
驚
く
と
同
時
に
明
確
な
目
標
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
も
大
き
な
刺
激
は
、

ど
の
自
治
体
を
訪
れ
て
も
、
地
域
の
た
め
に

奔
走
し
、
キ
ー
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

公
務
員
や
、
地
元
の
事
業
者
に
出
会
え
た
こ

と
で
す
。

こ
の
２
年
間
で
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、

新
た
な
知
識
や
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
を
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
、
銚
子
市
を
外
か
ら
見
つ
め
直
す

素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
地
元
へ
と
持
ち
帰
り
、
今
後
の
業
務
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初日の出銚子電鉄

水揚げの様子
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

随感随筆
日本の民泊元年

（公財）ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会事務総長
（株）日本宝くじシステム代表取締役社長
嶋津　昭 氏

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定

「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
“大人のショッピングモール”で賑わう「天文館」に
株式会社丸屋本社 代表取締役会長兼社長　柳田 洋 氏

新技術・地域資源開発補助事業
無限の可能性膨らむ「多機能転動体」を開発
瑞井精工株式会社

まちなか再生支援事業
北海道津別町／岩手県紫波町

地域再生セミナー　香川県
訪れた人が住み続けたくなる香川を目指して
講師：佐々木雅幸 氏 （同志社大学経済学部 特別客員教授）
　　　高橋　一夫 氏 （近畿大学経営学部 教授）

平成 28 年度 ふるさと財団助成事業等について
25 ふるさと企業大賞
26 ふるさとものづくり支援事業
27 新・地域再生マネージャー事業
29 まちなか再生支援事業（補助金）
30 公民連携アドバイザー派遣事業
31 公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
32 公民連携セミナー
32 ふるさと財団助成事業等一覧

職員レポート
様々な出会い
開発振興部開発振興課　石毛久喜

財団日誌
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財 団 日 誌 H27  10 月▶▶▶ 12 月

日　　付 内　　容 場所等
10月 5 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 長野県長野市
10月 5 日～ 6 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 山形県長井市
10月 9 日 ふるさと財団業務説明会 沖縄県
10月 9 日～10日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 北海道津別町
10月16日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 石川県金沢市
10月21日～23日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 ［初期対応型］ 北海道旭川市
10月22日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 三重県鈴鹿市
10月23日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 茨城県
10月27日 ふるさと企業大賞表彰式 東京都
10月27日 地域産業交流セミナー 東京都
10月29日～30日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 新潟県粟島浦村
10月30日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会 東京都（財団内）
10月31日～11月 1 日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 岩手県紫波町
11月 4 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 京都府長岡京市
11月 7 日～ 8 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 和歌山県紀の川市
11月10日 第2回公民連携調査研究会 東京都
11月12日～13日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 和歌山県橋本市
11月14日～15日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 佐賀県佐賀市
11月16日 ふるさと財団業務説明会 愛媛県
11月16日～17日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 三重県鳥羽市
11月17日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 茨城県取手市
11月17日～18日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 長野県須坂市
11月18日 第2回 PFI 推進センター運営委員会 東京都（財団内）
11月19日～20日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 新潟県三条市
11月26日～27日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 兵庫県丹波市
11月26日～27日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 高知県安芸市
11月30日～12月 1 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 ［環境整備型］ 香川県観音寺市
12月 1 日～ 2 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 山形県飯豊町
12月 2 日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会 東京都（財団内）
12月 8 日～ 9 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 福井県高浜町
12月11日 公民連携（指定管理者）アドバイザー派遣 福島県
12月16日～17日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 ［環境整備型］  福岡県芦屋町
12月21日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 愛知県名古屋市
12月22日 第3回指定管理者実務研究会 東京都（財団内）






